
2．ペ一スト塩ビ樹脂の製法

一スト塩ビ樹至9乳化重合9ミクロ懸濁重合9法

このような制御因子を種々組み合わせることで、要

求特性を満足するペースト塩ビ樹脂が得られる。
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1．はじめに

特殊塩ビとして知られるペースト塩ビ樹脂は、可塑

剤、安定剤等の薬剤とを混合することにより、ペース

ト状（ペースト塩ビゾル）になるという特性から、一

般の樹脂とは異なり常温で賦形できるという特徴を有

する。現在では年間約12万トンの国内需要があり、そ

の4割を越えるのがビニル壁紙用途である1）。

近年、壁紙加工メーカーでは、①収益改善のための

製造コスト削減、②環境問Ξ

我々は、この要求に応えるべく開発を行った結果、

このほどペースト塩ビ樹脂を構成する基本粒子径制御

技術及び重合制御技術を確立し、上記要求に対応可能

な新しい壁紙用グレードを開発した。

本稿では、ペースト塩ビ樹脂の製法、ペースト塩ビ

ゾルの低粘度化について概説し、次に開発グレードの

特徴を紹介する。

●低粘度ペースト塩ビ壁紙グレードの開発
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